
学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会

例
会
四
月
コ
四
ヨ
（
土
）
午
後
一
時
楽
友
会
館

　
塘
域
研
究
に
於
け
る
コ
、
一
二
の
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
田
慶
治

　
中
央
ア
ジ
ア
の
遊
牧
民
と
農
耕
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
田
　
　
明

例問

?
　
　
山
ハ
日
μ
五
口
国
（
土
）
餌
－
後
一
時
　
　
　
楽
友
へ
宏
館

　
奈
良
時
代
に
於
け
る
出
挙
と
正
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

　
環
尤
伎
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
水
野
　
清
一

　
　
　
　
国
　
史
　
閥
　
係

読
與
会
斬
專
攻
生
歓
迎
会
　
五
月
十
三
ヨ
（
木
）
午

後
三
時
　
法
然
院

　
本
年
度
薪
専
攻
生
十
三
名
の
歓
迎
会
は
、
幽
遽
な

法
然
院
由
晦
に
於
い
て
教
授
・
先
輩
・
学
生
等
四
十

旧
名
絹
集
っ
て
開
催
さ
れ
、
前
途
の
希
望
を
語
り
つ

つ
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

執蹴

`
ム
訟
鮒
例
ム
諏
　
五
日
月
二
山
ハ
日
（
水
）
午
後
…
二
時
　
中
黒

大
陳
列
館
演
習
蜜

　
現
代
篇
本
史
の
問
題
点

挙
　
舞
　
消
患

古
　
　
代
　
　
　
　
　
　
　
門
脇
顧
二

中
　
　
　
世
　
　
　
　
　
　
　
黒
田
俊
雄

近
　
　
　
靴
　
　
　
　
　
　
　
池
田
敬
正

　
近
　
　
　
代
　
　
　
　
　
．
　
　
中
塚
　
　
明

読
史
会
藤
二
見
掌
旅
行
　
五
月
三
〇
臼
（
臼
）

　
午
前
七
時
三
十
分
京
郡
駅
に
樵
木
り
、
晩
・
春
の
播
磨

路
を
訪
ね
た
。
明
石
よ
り
貸
切
観
光
パ
ス
に
乗
車
し

太
出
寺
に
赴
き
、
護
良
親
王
令
旨
、
平
家
一
門
の
書

写
と
伝
5
る
法
銀
経
そ
の
徳
交
書
・
什
宝
類
を
見
学
。

　
正
午
太
子
寺
を
発
し
、
再
び
バ
ス
に
乗
箪
、
車
中

で
厘
食
を
し
た
た
め
、
鶴
林
寺
に
至
る
。
丈
書
類
は

多
く
を
存
し
な
い
が
、
太
子
堂
、
常
行
堂
を
は
じ
め

と
す
る
寺
内
の
建
造
物
、
所
蔵
の
美
術
晶
及
び
宝
物

館
は
、
こ
の
僻
堀
に
か
か
る
す
ぐ
れ
た
寺
院
の
あ
っ

た
こ
と
を
感
歎
さ
せ
る
。
久
し
く
米
国
に
綴
陳
ざ
れ

て
い
た
有
名
な
白
鳳
縛
代
の
墾
観
音
を
見
る
こ
と
が

…
出
来
た
の
も
幸
い
で
あ
っ
た
。

　
太
山
寺
よ
り
最
後
の
目
的
地
浄
土
寺
に
至
る
。
本

堂
、
浄
土
堂
の
天
竺
様
建
築
（
建
久
年
聞
建
立
）
が

注
意
を
ひ
い
た
。
ま
た
浄
土
堂
内
に
は
当
寺
隅
…
山
　
重

源
土
入
の
木
像
、
運
慶
作
と
伝
え
る
阿
弥
陀
三
尊
像

が
安
鷺
さ
れ
て
い
た
。
東
大
寺
造
鴬
に
連
っ
て
膚
名

な
大
部
庄
は
、
東
大
寺
文
書
に
よ
っ
て
衆
知
の
と
こ

ろ
で
あ
る
が
当
寺
所
蔵
の
古
文
書
は
さ
し
て
多
く
な

い
。

　
か
く
て
終
田
観
光
バ
ス
に
身
を
委
ね
、
小
葉
田
教

授
・
紫
田
数
授
・
赤
松
教
授
・
三
三
講
師
・
林
屋
講

師
ほ
か
約
五
十
名
の
一
同
は
夕
刻
六
時
す
ぎ
明
石
を

発
し
、
快
い
疲
れ
を
覚
え
つ
つ
帰
途
に
つ
い
た
。
特

に
兵
庫
県
下
在
住
の
諸
先
輩
が
与
え
ら
れ
た
種
々
の

面
に
於
け
る
御
厚
意
に
対
し
て
は
衷
心
よ
り
謝
意
を

表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
東
洋
史
開
係

東
洋
史
談
話
会
凝
専
攻
生
歓
迎
会
　
五
月
四
B
（
火
）

　
営
崎
・
田
村
両
…
敬
授
を
は
じ
め
、
教
官
7
三
生
等
．

約
一
二
十
名
は
新
専
攻
三
四
名
を
迎
え
て
、
二
日
院
一

一
・
曼
殊
院
・
詩
仙
堂
を
晃
掌
し
で
、
、
五
時
す
ぎ
散

会
し
た
。

甫
繹
史
研
究
ム
ム
　
十
二
巻
山
ハ
号
三
三
ム
圏
　
四
n
月
十
一
二

臼
（
火
）
午
後
三
時
よ
り
京
大
人
交
科
学
研
究
所
本

館
会
議
室
に
て
行
っ
た
。

京
大
大
回
院
懇
談
会
四
月
＋
七
臼
（
士
）

　
蒙
古
朝
治
下
の
漢
人
譲
侯
　
　
　
井
の
綺
隆
興

京
大
大
学
院
懇
談
会
　
五
月
二
十
コ
日
（
土
）

　
漕
仏
戦
争
と
黒
旗
軍
　
　
　
　
　
小
玉
滋
次
郎

…
〇
九

ぐ419）



　
　
　
　
　
　
学
　
界
　
消
　
息

　
　
　
　
西
洋
史
関
係

　
西
洋
輿
読
書
会
第
一
圃
春
季
大
会
は
本
年
国
初
の

試
み
と
し
て
関
西
一
円
の
研
究
者
を
申
心
に
五
月
二

H
（
臼
U
楽
友
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
が
、
予
想

以
上
の
参
加
者
を
得
て
盛
会
裡
に
終
っ
た
。
な
お
晩

餐
会
は
原
先
生
還
暦
祝
賀
会
を
兼
ね
た
。

　
ッ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
の
歴
史
記
述
の
態
度
i
－
一

　
テ
ク
メ
ー
リ
ォ
ソ
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
蔑
視

　
エ
ト
ル
ス
キ
起
源
論
　
　
　
浅
香
　
正

　
イ
ー
ゴ
リ
に
書
す
る
疑
問
　
　
　
木
崎
　
良
平

　
質
シ
ア
の
名
の
起
源
　
　
　
　

大
西
　
　
曇

　
力
獄
リ
ン
グ
時
代
の
幣
制
改
箪
と
流
通
貨
幣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯖
田
豊
之

ド
イ
ツ
騎
士
団
の
貿
易
活
鋤
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
作
男

　
西
年
戦
争
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
ノ
ル
マ
ン

　
デ
ィ
ー
占
領
軍
に
つ
い
て
　
　
　
川
口
　
　
榑

　
塊
理
上
の
発
見
の
影
響
に
つ
い
て
の
一
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
三
明

　
ラ
フ
ァ
エ
翼
に
つ
い
て
　
　
　
会
田
雄
次

　
ル
ネ
サ
ン
ス
像
に
つ
い
て
　
　
　
柴
霞
英
一

中
世
末
期
村
落
共
同
体
の
一
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
原
義
生

　
ジ
ェ
ン
ト
リ
論
に
関
す
る
一
、
二
の
疑
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
　
武
臣

　
イ
ギ
リ
ス
十
六
世
紀
農
昆
運
動
　
當
岡
　
次
郎

　
ロ
シ
ア
身
分
…
制
議
会
　
　
　
　
　
国
本
　
哲
鼠
〃

　
ア
メ
リ
カ
革
命
と
航
海
条
例
　
　
小
野
利
一
郎

　
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
者
の
性
格
　

茨
木
隆
三

　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
憲
法
会
｛
議
と
司
法
権
の

　
有
無
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禿
氏
　
好
文

　
啓
蒙
思
想
の
通
路
に
つ
い
て
　
　
前
川
貞
次
郎

　
シ
ャ
ブ
リ
エ
法
の
性
絡
　
　

飯
盛
　
宏

　
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
起
源
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
発

　
ア
メ
リ
カ
旧
玉
手
の
い
わ
ゆ
る
プ
ー
ア
・
ホ

　
ワ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
幹
雄

　
ド
イ
ツ
帝
国
主
義
瀾
始
期
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
“
治
一

　
カ
プ
リ
ヴ
ィ
の
通
商
政
策
　
　
　
岡
部
　
健
彦

第
五
回
帰
本
西
洋
史
掌
会
大
会
は
五
月
二
九
、
三
〇
、

三
一
日
に
わ
た
り
九
州
大
掌
交
学
部
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
全
身
昏
大
学
か
ら
の
聚
表
者
の
登
壇
を
み
た
。

　
一
、
研
究
発
表
（
二
九
質
）

　
オ
リ
エ
ン
ト
最
近
の
紀
年
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
倉
　
勝
正
（
北
大
）

ホ
メ
ロ
ス
に
お
け
る
耳
垂
耕
地
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
秀
通
（
都
立
大
）

中
世
末
期
ド
イ
ツ
農
村
の
農
端
零
細
…
分
割
の

諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
忠
夫
∩
名
大
）

ド
イ
ツ
・
ハ
、
ン
ザ
商
人
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク

の
塵
塩
　
　
　
　
　
　
高
村
象
平
（
慶
大
）

モ
ラ
リ
ス
ト
と
悲
劇
　
金
沢
誠
（
牽
習
院
大
）

啓
蒙
思
想
の
普
及
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎
（
京
大
）

一
九
世
紀
初
頭
の
英
国
下
院
に
お
け
る
「
市

民
的
要
素
」
　
　
　
　
　
穂
積
　
露
行
（
教
育
大
）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
出
買
論
恢
的
土
地
所
右
　
解
体

の
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
井
上
　
幸
治
（
神
大
）

九
月
四
臼
革
命
（
一
八
七
〇
）
後
の
パ
リ
に

お
け
る
革
命
的
諸
組
織
に
つ
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
海
　
太
郎
（
佐
賀
大
）

マ
イ
ネ
ッ
ヶ
に
っ
“
て
　
西
井
　
克
巳
（
金
沢
大
）

ド
イ
ツ
世
界
政
策
半
泣
と
送
籍
黙
黙
ー

ブ
リ
】
ド
リ
ツ
ヒ
・
リ
ス
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
河
部
　
利
夫
（
東
京
外
大
）

カ
プ
リ
ヴ
ィ
の
時
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
通

商
政
策
　
　
　
　
　
岡
部
　
健
彦
（
奈
良
女
大
）

（　42－O）



　
歴
史
の
立
場
か
ら
見
た
「
國
際
政
治
」
ー

パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ス
ィ
ッ
ク
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
　
朴
郎
（
東
大
）

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
試
聴
理
学
会
第
五
圏
例
会

　
四
月
二
十
五
日
（
日
）
　
奈
良
女
子
大
掌
文
学
部

　
岡
山
　
平
野
の
地
形
　
　
　
　
　
　
帷
子
　
二
郎

臼
本
地
理
学
会
春
季
大
会

　
五
月
二
、
三
日
　
　
　
　
　
明
治
大
学
大
学
院

　
史
掌
研
究
会
々
員
関
係
の
研
究
発
表
は
左
記
の
通

り
で
あ
る
。

　
低
湿
地
農
村
1
…
愛
知
県
海
郡
鄭
十
四
山
村

　
　
に
於
け
る
土
地
問
題
を
申
心
と
す
る
農
村

　
　
構
造
と
胡
弓
　
　
　
　
　
　
　
醤
多
村
俊
夫

　
都
市
構
成
上
よ
り
み
た
衛
星
都
市
の
性
格

　
　
！
大
阪
周
辺
の
場
合
1
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
木
　
　
　
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
†

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
オ

　
愛
知
堅
矢
作
町
の
生
塵
構
造
（
一
）

　
　
一
1
給
与
所
得
者
に
間
す
る
分
析
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
関
弘
太
郎

　
露
店
市
場
の
地
理
的
連
鎖
に
関
す
る
二
、
三

　
　
の
考
察
－
京
阪
神
三
都
の
場
余
1
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
節
夫

　
　
　
　
　
　
学
　
界
　
消
　
息

　
近
江
に
お
け
る
地
域
的
分
業
の
進
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
守
　
一
彦

　
欧
人
の
西
印
慶
経
営
と
奴
隷
労
働
力
問
題

　
　
i
歴
輿
的
方
法
に
よ
る
労
働
力
気
候
的

　
　
適
性
の
人
種
差
に
関
す
る
研
究
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田
　
俊
二

　
通
婚
現
象
の
地
理
学
的
考
察
　
　
堀
川
　
　
侃

　
農
業
経
営
に
於
け
る
兼
業
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
一
1
安
山
川
三
角
洲
新
儀
村
の
場
合
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
利
治

　
隔
絶
地
に
於
け
る
集
落
社
会
の
分
化
一
平
均

　
　
化
作
用
と
自
然
環
境
の
問
題

　
　
！
i
信
楽
山
塊
の
高
尾
部
落
の
場
A
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
岡
武
雄

　
　
　
　
考
古
挙
閾
係

考
古
掌
談
話
会
新
専
攻
生
歓
迎
会

　
五
月
十
八
日
（
日
）
午
後
三
時
　
　
楽
友
会
館

　
薪
専
攻
生
と
し
て
田
悪
難
氏
を
迎
え
、
左
記
の
調

査
概
報
・
資
料
紹
介
を
聴
く
。

　
壷
岐
原
の
辻
周
辺
遺
蹟
　
　
　
　
川
端
　
真
治

　
湖
爾
省
長
沙
患
土
品
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　　

@　

@
饗
後
記
　
　
…

　
　
近
頃
三
災
が
忘
鑑
申
に
や
二
粂
凱

実
今
年
・
こ
・
警
長
雨
で
莚
張
…

　
の
生
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
員
　

の
素
雪
御
饗
で
・
こ
の
記
号
を
禦
に
…

・
れ
…
を
哲
て
お
・
毛
奪
は
∴

　
七
世
紀
頃
の
日
本
及
び
中
国
の
経
済
史
に
関
し
紳

藷
交
を
忠
・
し
た
も
の
に
な
・
・
し
た
．
｝

今
後
と
も
猶
薦
の
観
支
援
を
御
願
い
数
し
ま
…

隆
　
　
　
　
（
狩
野
煮

印

刷
所

　蕊
申二

村謬
　七印舞

歌旛研。。
株寮綾

式璽N究
講究蓋

社　藩会

奪史舘
所　　　　年ifg
　京京　　　七七

史麟幽翠
学羅1黒
　都本
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